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序

日頃より、仙台市の文化財保護行政に対しまして、ご理解、ご協力をいただき、担当す

る仙台市荻育委員会にとりましては、誠に感謝にたえません。

大野田古墳群は、仙台市の東南部、太白区大野田に広がる面積30haに およが春 日社古

墳・王ノ壇古墳などの古墳を中心とした遺跡です。この地域は水田が広がる田園地帯でし

たが、地下鉄南北線の開業、都市計画道路「川内・柳生線」の開通、さらに土地区画整理

事業の進展により、急速に開発、都市化が進行しています。こうした動きの中で、大野田

古墳群は昨年度まで12次にわたる発掘調査が実施され、縄文時代から中世に至るまで、連

綿と人間の生活の痕跡が残されていることが分かってまいりました。特に古墳時代の埴輪

を持った古墳群、古代の官衛遺構群、中世の奥大道と考えられる道路跡の発見などといっ

た大きな成果が得られています。

この度の発掘調査は事務所付マンション建築に伴うもので、第13次の調査となります。

地下鉄富沢駅の東約500mの地点で実施したもので、本報告書はその成果をまとめたもの

であります。

先人たちの残した文化遺産を保護し、活用しながら市民の宝として永 く後世に伝えてい

くことは、これからの「まちづくり」に欠かせない大切なことであります。ここに報告す

る調査成果が、広 く活用され、文化財に対するご理解と保護の一助になれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び調査報告書の刊行にあたり、多くの方々のご協力、

ご助言をいただきましたことを深 く感謝申し上げ、刊行の序といたします。

平成20年 2月

仙台市教育委員会

μ
ボ

荻育長 荒



例   言

1.本書は、事務所付共同住宅 ((仮称)DC王ノ檀マンション)建設工事に伴う埋蔵文化財の調査報告書である。

2.発掘調査は、仙台市教育委員会の指導のもとに、株式会社玉川文化財研究所が行った。

3.本書の作成及び編集は、仙台市教育委員会文化財課主浜光朗・工藤信一郎、株式会社玉川文化財研究所小林義

典が行った。

4.本書の執筆は、主浜光朗の指導のもとに下記の通り行った。

第 I章第 1節・― 一 ―・… … … … … … … … 主浜光朗

第 I章第 2節、第Ⅱ章～第Ⅵ章・― … … … … … 小林義典

5。 調査と報告書作成にあたり、同事建設株式会社、富沢駅周辺開発事務所のご協力を賜った。記して感謝の意を

表す次第である。

6.調査及び報告書作成に関する諸記録、出土遺物等の資料は、仙台市教育委員会が保管している。

例

1.土層注記に記載している土色は、「新版標準土色帖」 (小山・竹原 1977)に 基づいて認定したょ

2.本書に使用した地形図は、国土地理焼発行の 1:25,000『 仙台西南部・仙台東南部』の一部を使用している。

3.第 2図は仙台市文化財調査報告書第291集「大野田古墳群一第 9次発掘調査報告書一」第 2図を加筆転載した

ものである。

4.第 16図は仙台市文化財調査報告書第243集「大野田古墳群・王ノ壇遺跡・六反田遺跡―仙台市富沢駅周辺区画

整理事業関係遺跡発掘調査報告書 I一 」第10図・第31図の一部を合成 。転載したものである。

5,調査の際の平面座標基準は、日本測地系直角平面座標第X系を基にしている。

6.本書に使用した遺構挿図縮尺は、平面図1/100、 断面図1/60である。

7.本書に使用した遺物挿図縮尺は、1/1・ 1/2である。

8,遺物の登録は種別ごとに行い、番号の前に以下のような略号を付している。

A:縄文土器 J:磁器 S:埴輪

9。 本書で使用した遺構略号は以下の通りである。

SF:道路跡 SM:小 溝状遺構 SX:性 格不明遺構 P:ピ ット
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第 I章 調査の概要

第 1節 調査に至る経緯

平成19年 5月 22日 付けで、同事建設株式会社より、仙台市太白区大野田字王ノ檀31街区 2画地 (616Υ )につい

て、表層土壌改良 (深さ4m)の基礎工事を伴う事務所付共同住宅建設にかかる「埋蔵文化財の取り扱いについて

(協議)」 が提出された。

当該地は、大野田古墳群の東側縁辺部で、春日社古墳の東200m、 王ノ壇古墳の西南西50mの地点に位置してい

る。「富沢駅周辺土地区画整理事業」に伴う平成 9年度の発掘調査により、中世の道路跡が本地点の北西部を斜め

に横切っていることが確認され、さらに本地点周辺の道路部分の調査区では、下層から小溝状遺構群が検出されて

いることから、建設工事により地下遺構が損なわれるものと判断し、工事に先立って本発掘調査が必要であるとす

る旨の回答文を通知した。その後、いく度かの協議を経て、建築面積240Υ を対象に大野田古墳群第13次調査とし

て、同年 7月 17日 より発掘調査を実施することとした。

1 遺 跡 名 称

2所 在 地

3 調 査 原 因

4 調 査 主 体

5調 査 担 当

6 調 査 期 間

7調 査 面 積

第 2節 調 査 要 頂

大野田古墳群 (官城県遺跡地名登録番号01361・ 仙台市文化財登録番号C-054)

仙台市太白区大野田字王ノ檀31街区 2画地

事務所付共同住宅 ((仮称)王ノ檀マンション)建設工事に伴う埋蔵文化財の事前調査

仙台市荻育委員会 (生涯学習部文化財課)

調査係主査 主浜光朗

調査係主任 工藤信一郎

調 査 員 小林義典 (株式会社玉川文化財研究所)

平成19年 7月 17日 ～平成19年 8月 31日

開発面積 616ギ

調査面積 231m2

第Ⅱ章 遺跡の位置と歴史的環境

大野田古墳群は仙台市の南東部、太白区大野田字官・官脇・王ノ檀ほかに所在し、その範囲は東西600m、 南北

430mを測る。今回の調査地点は古墳群の東縁部に該当し、地下鉄南北線富沢駅の東約500mに位置する (第 1図 )。

仙台市の地形は、西部の丘陵地帯と東部の沖積平野に大きく分けられ、沖積平野の南側、名取川と広瀬川に挟ま

れた大野田地区を含む一帯は郡山低地と呼称されている。

大野田地区は名取川の左岸に位置し、南側を東流する名取川と北
。東を袋状に蛇行・曲流する魚川によって囲ま

れるため、両河川の影響を強く受けた地形を示している。魚川周辺には旧河道と自然堤防が発達し、その内側には

後背湿地が存在することによって複雑に入り組んだ地形を形成している。大野田古墳群及び周辺遺跡の発掘調査で

確認されている縄文時代～古代の旧河道はその一端を示している。

当該地区の構成上壌は、砂・砂質シルト・シルトを主体とする河川堆積上であり、魚川の北方に広がる富沢遺跡

での泥炭を中心とした低湿地の後背湿地とは異なった環境を示している。また、大野田地区は西から東に緩やかに
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第 1図 遺跡の位置 (0印調査地点)

傾斜しており、魚川 ,名取川の治水事業以前は冠水の多い地域として知られていた。

遺跡の東側には現在、南北方向の都市計画道路仙台―館腰線が建設され、富沢駅周辺では土地区画整理事業が進

行中である。このため、当該地を含めた事業地内は山砂・砂利等による盛上がなされた造成地となっており、かつ

ての魚川に囲まれた水田・畑地の周辺に住宅が点在するような田園風景や風土環境からは大きく変貌している。

周辺に位置する遺跡としては、大野田地区の自然堤防上には縄文時代中・後期の遺跡の分布が認められており、

大野田遺跡では後期前半の環状集石群・配石遺構・埋設土器をはじめとして、多量の上器とともに約300点の上偶

が出上し、今回の調査地点の東側に隣接する王ノ壇遺跡では、後期中葉～後半の環状配石群・竪穴遺構・土坑・埋

設土器が検出されている。また、本古墳群の北西に位置する六反田遺跡では後期初頭の集落跡が確認され、その北

西に位置する下ノ内浦遺跡では後期前半の墓域が検出されている。さらに今回の調査地である大野田古墳群からも

後期中葉の土坑が検出されている。

秀生時代には、大野田地区の北側に位置する富沢遺跡において広大な後背湿地に弥生時代中期から水田跡が重層

的に検出されており、当時の生産域を示す地域であったと推定されている。

大野田古墳群を含む郡山低地には、古墳時代中期後半になると古墳が出現する。これらの古墳分布域の南側に位

置する大野田古墳群は、名取川や魚川によって形成された自然堤防から後背湿地にかけての東西600m、 南北300m

の範囲に大小の古墳が群集し、これらの古墳には埴輪を伴う例が多く認められている。

大野田古墳群では、現在までのところ41基の古墳が検出されている。これらの古墳分布域のはぼ中央には大形で

墳丘部の残る円墳春日社古墳、前方後円墳鳥居塚古墳、東縁部に王ノ壇古墳が位置し、周辺には小規模な円墳が密

集して造られているが、西側及び北側での分布は少ない。古墳群の墳丘の大半は削平され、周溝のみが検出される

2
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第 2図 調査区の位置と周辺の遺跡 (仙合市文化財調査報告書第291集に加筆転載)



ものがほとんどであり、その中でも良好な遺存状態を示す例は春日社古墳のみである。

律令期に入ると郡山低地での集落分布は増大し、大野田地区とその周辺にも住居跡や掘立柱建物跡が多数確認さ

れているほか、平安時代の水田跡やこれら地域のほぼ全域で畑跡の可能性が推定されている小溝状遺構群が多数検

出されている。

続いて中世に入ると、郡山低地の中でも大野田地区には武士の屋敷が造営される。今回の調査地点の東側に隣接

する王ノ壇遺跡第 1次調査では12世紀後半に武家屋敷が成立し、13世紀中頃には内部が大溝により方形に区画され、

西側には長さ400mに も及が区画溝が整備され、14世紀前半まで機能したと推定される多数の掘立柱建物跡・井戸

跡・池跡の他、塚墓・火葬墓・土坑墓といった宗荻関連遺構も確認されている。また、王ノ壇遺跡第 2次調査では

上述の屋敷跡の西側に同時期の幹線道路 (推定「奥大道」)力 長ゝさ約360mに わたって検出されたはか、屋敷地への

枝道も検出されている。

第Ⅲ章 調査の方法と経過

今回の発掘調査地点は区画整理事業による造成地内にあり、旧耕作土の上部に厚さ0.8m前後の山砂と厚さ0。 3m

程度の砕石による盛土造成が成されていた。このため、調査にあたっては調査区となる建物本体工事範囲よりも一

回り広い範囲の砕石部分を重機により除去することから開始した。その後、その内側に南北23m、 東西10mの長方

形の調査区を設定し、その範囲に合わせて 5m毎に南から北に算用数字、西から東に向かってアルファベットを付

した。各々の調査区については各座標交点 (座標北に対し)の第 1象眼側をA-1区 、B-1区のように呼称した。

なお、今回の調査区南西端隅B-2交点 (X=-198,560.Y=4,090)は、大野田古墳群を含めた富沢駅周辺遺跡

の表記方法ではE290,S160で ある (第 3図 )。

調査は、再度重機による旧表土層の掘削を 7月 17日 から開始し、まず中世主要道路の検出面となる褐灰色を呈す

る粘土質シルトのIa層までの掘り下げを行った。その結果、調査区の】ヒ西部分に平成 9年度に中世主要道路の平

面プラン確認調査が行われた 7ト レンチが検出され、さらに人力で掘り下げを行ったところ、調査区の】ヒ東方向か

ら南西方向に向かう中世主要道路遺構のプランがP.Pロ ープで表示された状態で確認された。しかしながら、こ

の道路遺構は今回の調査範囲をかすめるように位置しており、SF2の西側側溝の大部分は今回の調査区から外れ

ている事が判明した。

今回の調査によって、この中世主要道路遺構は路面となる砂を主体とした数枚の硬化層 (面)及び波板状凹凸と

その両側を掘削した側溝により構成されている事が確認され、基本的には王ノ壇遺跡第 2次調査の内容とは大きく

異なる点は認められない。道路線形の大きな変更は行われずに、側溝の浚渫や補修作業により主要道路が長期に渡

り維持・管理されていたと推定できる。なお、出土遺物は全体的に少なく、時期を示す遺物としては 1点ではある

が13世紀初頭前後～13世紀前半代の中国龍泉窯産蓮弁文青磁碗小片がSFl旧期東側溝下層から出土しているにす

ぎない。

中世主要道路の調査終了後、V層上面を検出面とする小溝状遺構群を検出すべく再度重機によりⅢ層を除去した

ところ、Ⅳ層上面で予想外の小溝状遺構群及びビットなどの遺構が存在することが明らかとなった。この為、急返

Ⅳ層上面での遺構精査を行うこととした。

この面での主要遺構としては東西方向の小溝が南北方向に列をなす 5群からなる小溝状遺構群である。小溝堆積

上の違いと重複関係により大きく新旧に分けられ、堆積土が褐色味を帯びるSMl・ 2が新しく、暗色味の強いS

M3・ 4・ 5が古い遺構群ということが判明した。各々の小溝状遺構群の条数はSMlが 25条、SM2は 20条、 S

M3は 15条、SM4は 14条、SM5が 2条で構成される。規模としてはやや長さに欠ける部分があり、長いもので

4
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第3図 グリッド及び周辺調査範囲

4m程度、短いものは lm以下の小溝も存在する。

Ⅳ層上面の遺構調査完了後、再び重機による掘り下げを行い、本来の調査面であるV層上面の遺構確認を行った。

その結果、南北に列をなす東西方向の小溝状遺構群 4群 (SM6～ 9)と ビットを検出した。各々の小溝状遺構群

の条数はSM6が 9条、SM7は 7条、SM8は 3条、SM9が 2条である。この中でSM6と SM8は重複関係
にあり、SM8の方が新しいことが判明した。なおSM6-4の 一部底面には小溝掘削時の三日月状の工具痕も良
好な状態で観察された。

現地調査は、各遺構について精査・写真撮影・遺構実測等の作業を行い、 8月 24日 には高所作業車によるV層上

面の全体写真撮影を行った。現地作業は、 8月 24日 に仙台市教育委員会文化財課との現地調査終了立ち会いの後、

撤収作業を行って 8月 31日 にすべて終了した。

現地での測量・実測図作成についてはトータルステーションによる取り込み・編集を基本とするが、土層断面図

についてはアナログ方式の実測方法で行っている。なお、測量の際の座標数値は日本測地系直角平面座標第X系を

基準とした。



第Ⅳ章 基 本 層 序

今回の調査区では全域にわたり、砂利 (0.3m)と 責褐色山砂 (0.8m)に よる盛土造成が行われていた。このた

め、基本層序としては、盛土直下の旧水田耕作土を I層 とし、X層の砂礫層までを確認した。第 4・ 5図は調査区

の外周断面図である。遺構調査は前述したようにⅡ層上面、Ⅳ層上面、V層上面で行った。

I層

Ⅱ 層

Ⅲ 層

Ⅳ 層

Ⅳ '層

V層

Ⅵ 層

Ⅶ 層

Ⅷ 層

X層

色調及び含有物等の違いにより、 a・ bの 2層に細分できる。

Ia層は盛土造成される以前の水田耕作上である。灰黄褐色 (10YR5/2)を 呈するシルトもしくは粘土質シ

ルトであり、層厚20clll前後、山砂盛土との境界に酸化鉄の薄層を形成する部分や土色が暗灰青～暗灰緑色

に変色する部分が認められる。

Ib層は Ia層以前の水田耕作土もしくは田床と考えられるもので、にがい黄褐色 (10YR5/4)を 呈する砂

質シルトである。酸化鉄により全体に橙色味を帯び、層厚は約10clllを測る。

色調・土性・含有物等によりa・ b・ c・ dの 4層 に分層した。 I層全体の層厚は約20伽程度を測るが、

各層毎の層厚は一定せず、境界面は細かな凹凸となって層の欠落する部分も認められた。土性はいずれも

粘土質シルトで径 3 11ull大 のマンガン粒を不規則に合んでいる。

土色はIa層がにがい責褐色 (10YR5/4)、 工b層は暗褐色 (10YR3/3)、 Ic層は黒褐色 (10YR3/1)、 Ⅱd

層は褐灰色 (10YR5/1)を呈する。周辺の調査における植物珪酸体分析では水田耕作上の可能性が指摘され

ている。

中世主要道路跡は本層上面の工a層から掘り込まれている。

色調及び合有物等の異なりにより、 a・ bの 2層に細分した。Ⅲa層の土色は、にがい黄褐色 (10YR5/4)

を呈する砂質シルト～粘土質シルトである。層厚20cIIl前後であり、層中～上位にかけて灰白色火山灰が径

101nlll前後のブロック状あるいは 1～ 3111111程 度の薄層として観察できる。

Ⅲb層は層厚10cm前後を測り、灰責褐色 (10YR4/2)を呈するシルト～砂質シルト層であり、V層上面で検

出された小溝状遺構群の主要堆積土である。Ⅳ層上面との境界は不整合面を形成する。

暗褐色 (10YR3/4)を呈する粘土質シルトであり、層厚10～ 20cmを測る。最上面はⅢb層を主要堆積土とす

る小溝状遺構群の検出面である。また、第 5図の西壁断面にも小溝状遺構群に関連する遺構の一部が検出

されている。

にがい責褐色 (10YR4/3)を呈するやや砂質味のある粘土質シルト層であり、Ⅳ層に径 5～ 10111111大のV層粒

10%程度が斑文状に混入する。径 3～ 5 11ull大 の炭化物 1～ 3%と極微量の径 l lnlll前後の焼土粒を合有する。

Ⅳ層と同様にV層上面検出の小溝状遺構群堆積上であるが、主に調査区南西側に堆積が認められる。

に浮い責褐色 (10YR5/4)を呈する粘土質シル トであり、層厚は約30cIIlを測る。本層上面がⅣ層を主な推積

土とする小溝状遺構群の確認面となる。

褐色 (10YR4/4)を呈するシルト～砂質シルト層、層厚約20cnである。部分的に径 1～ 3111111大 の成化物を合

む部分がある。

暗褐色 (10YR3/3)を呈する砂質シルト層である。層厚10～ 1 5clllを測り、縄文時代後期の遺物を包含する。

灰黄褐色 (10YR4/2)を呈する砂質味の強い砂質シルト層、層厚30～ 40clllを測る。

径50～ 1501nlll前後の痛平な河原石を主体とした砂礫層である。調査区南東部の深掘区では、礫上面が北側に

向って緩やかに傾斜していた。
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第 5図 南壁及び西壁土層断面図



第V章 検出遺構と出土遺物

第 1節 工層上面検出遺構

Ⅱ層上面で検出された遺構は、平成 9年度に発掘調査が実施された王ノ壇遺跡第 2次調査によって「奥大道」と

推定された道路跡 (SF1 2)で ある。

今回の発掘調査地点は、平成 9年の調査により平面プランのみ確認された 7ト レンチの東側部分に該当する。道

路遺構再検出時には平成 9年調査時に張られたP,Pロ ープによる縄張りがされた状態であった。なお、今回の調

査により道路遺構のうち最も古い西側溝SF2の大半は調査区外に存在することが確認され、SF2の西側溝につ

いての詳細は明らかにすることはできなかった。また、北側に位置する平成 9年度の 6ト レンチとの間には、 5～

6m程度の未調査部分が存在する。

道路跡の各々の呼称 (SFl新期 旧期、SF2)は、王ノ壇遺跡第 2次調査報告 (渡辺他 2000)の呼称方法にな

らって統一性を計ったが、SFl新期西側滞の東壁を一部壊して今回新たに検出された側溝についてはSFl新期

西の東側溝と付し、SFl新期に合めて記述することとした。

1.道路跡 (第 6～ 8図、図版 1・ 2)

道路跡は調査区北西側のBoC-4・ 5区に検出され、南西一北東方向に路線軸を持つ。道路はその両側に側溝

を掘り込み、路面には盛土による硬化面を形成するものである。検出された道路長は調査区内で最大13m、 東・西

両側溝が明らかなSFlの最大幅は 5mを計測する。

道路跡の側溝には掘り直しが認められて大きく2時期の変遷が確認され、新しい方をSFl期、古いものをSF

2期 とした。さらに、 SFlに も側溝の掘り直しと路面の改修が認められたことから、改修後をSFl新期、改修

前をSFl旧期とした。

なお、平成 9年度調査 5・ 6ト レンチで検出されたSFl新 ・旧東側溝底面とされる硬化面は、今回の調査では

確認することが出来なかったが、側溝堆積土と砂を主体とする路面及び波板状凹凸の重複関係の検討から前回と今

回の前後関係に矛盾はなく、平成 9年度底面の想定は可能であった。

SFl新期 (第 6図 )

Ⅱ層上面で検出した。路線軸はほぼ南西―北東 (N-35° 一E)であり、硬化面上端の長さは10.1れを計測する。

西側溝は 2条存在し、西側が平成 9年度調査の 6ト レンチSFl新期西側溝に該当し、その東側に平行する形で前

述した新たな側濤が掘られており、これを西の東側溝と呼称することとした。

西の東側溝の長軸方向は (N-26° 一E)を指す。幅は北側0.4m、 南側0.6m、 深さ0.4mを 測り、断面はやや外

傾するU字状を呈する。SFl新期西側濤の埋没後に掘り込まれた最新の側溝であり、今回調査区の引ヒ側に隣接し

た平成 9年度 6ト レンチには存在しない側溝である。 SFl新期新と表現するすることも可能であろう。この時期

の東西側溝間の幅はJヒ側2.8m、 南側2.3mである。堆積土はH～ 16層 に細分でき、12層 と14層は 2～ 3 11ullの 層が互

層をなす堆積が顕著である。

SFl旧期堆積上を掘り直して構築されたSFl新期西側濤は、長軸方向は (N-35° 一E)を指し、東側溝の長

軸方向と平行する。幅は0.8m、 深さ0,3mを測り、断面形は浅いU字状を呈する。堆積土は17～ 21層の 5層に分層

でき、19層が砂質シルト、それ以外は粘土質シルトであり、21層の最下部には砂粒の 2～ 3 1nlllの 水平堆積が認めら

れた。東・西の側溝間幅は3.lmを測る。
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第 1表 S 2土層観察表
遺構番号 土 色 土 性 備 考 逸悔番号 土 色 備 考

SFl新

A―∬

] 2515/2暗仄責色 粘土質シルト ゆ2 mm程のマンガン粒微量に含む。

SFl十日

A― A「

1 25h4/2暗仄責色 砂質シルト 自色火山灰含む、3～ 5血互層状地積。

2 25Y6/2灰責色 砂質シルト 互層状lL積。 2 25b/2暗仄貨色 秒賢シルト 自色火山灰多畳に含む。

3 2Fr4/2暗灰黄色 粘土質シルト 2mm程のマンガン粒少量含む、全体酸化。 グ 25Y6/2灰黄色 砂質シルト 全体酸化。

4 2評4/2暗灰責色 粘土質シルト 自色火山灰、互層状に合む。 25Y4/3オ リーブ濁也 粘土質シルト剤liの白色鉱物と微量のマンガン荘を3む。

5 25Y4/1黄灰色 粘土質シルト V層の互層状推積。 3 2うY6/1黄灰色 砂質ンルト 層下端に暗灰褐色ブロックの潰集。

6 25Y5/1責灰色 砂質シルト 全体駿化。灰自色火山反を合む。 4 25Y7/3浅黄色 砂質シルト 砂 (火山灰)互層状堆積。

25Y5/1黄灰色 砂質シルト 細かな互層状。 5 25Y5/3黄褐色 砂質シルト 層右側硬化面 (全体酸化)

8 25Y4/3にぶい黄色 粘土質シルト φ3Ш程のマンガン粒少量含む。 6 25Y5/2黄灰色 砂質シルト 砂質味強い、層下部強い酸化。

9 25b/4黄 楊色 砂質シルト 砂質強い互層状堆積。 7 と5Ⅵ/2暗灰黄色 砂質シルト 砂粒微量含む。

Ю 25Ⅵ /2暗灰責色 砂質シルト 8 25Y4/3オ リーブ濁色 粘土質シルト 火山灰、互層状推積。

11 25Y6/3にぶい黄色 砂質シルト 3～ 5血の互層状、極微量の粘ともしくはシルト含む。 9 25H/2暗 反責色 稿土質シルト 互層よ堆積、白色火山反を含む。

柁 25Y5/3黄褐也 粘上質シルト φ2md以下の白色鉱物を微量に含む。

SFl十日

1 254/2晴灰黄色 粘土質シルト 互層状で故状。植物根酸化。

お 2斑5/4黄褐色 粘土質シルト 互層状堆積。 2 2FDY4/1責 灰色 粘土質シルト 互層状で波状。植物根酸化。

2Fr4/4オ リーブ濁色 粘土質シルト 互層状堆積。 3 25Y4/2暗灰☆色 粘土質シルト φ2血のマンガン粒徹量に含む、植物根酸化。

25Y5/2暗灰黄色 砂質シルト 層下端に砂、互層状堆積、自色鉱物少量含む。 4 25Y6/4にぶい黄色 砂質ンルト 右側にお性有り

SFl新

B―ど

l 25Ъ/2暗灰黄色 粘土質シルト
マンガン地少量、白色鉱物を合む。

部分的に互層状、植物根酸化。

5 2斑6/4に ぶい女色 砂質シルト 互層をなさない砂ll積。

6 25Y5/3黄褐色 砂質シルト 層中程に砂粒、自色鉱物微量に含む。醐と。

2 Z5Y4/3にぶい賞色 粘土質シルト
マンガン粒少量、自色鉱物、Ⅱ層ブロック少量含む。植物

旗酸化。

7 25Y4/2暗灰黄色 砂質ンルト ゆl mm以内の白也鉱物を極微畳に含む。酸イと。

8 わY4/3黄灰色 粘土質シルト砂粒少量、ゅl muの自色鉱物極微量に合む。

8 25巧/2暗灰黄色 粘土質ンルト φ lmm以 下の砂IIを含む。植物根酸化。 9 25Y4/1黄灰色 砂質シルト 砂質度強、φ3mのマンガン粒含む。駿化。

4 25Y5/1黄反色 粘上質シルト
層上位に砂粒を互層状に含む。φ]mm程の自色鉱物微畳に
含む。植物根酸イと。

10 25Y3/2黒掲色 粘土質シルト 層中r■に秒ラミナ状、酸化度強。

11 25Ⅵ/3オ リーブ褐色 粘土賃シルト φ lmm程 の白色鉱物極徹量に含む、植物根酸化。

5 2,r4/6オリーブ褐色 粘土質シルト Ш層主体、壁崩落。植助根醐ヒ。 12 25判 /3暗オリープ褐色 祐土質シルト φl面この自色鉱助極欲畳に合む、植物根酸化。

6 %Y5/3黄 褐色 粘土質シルト 砂質昧強、互層hJt積。植物根醐ヒ。

SFl十 日

C―ご

1 25Y4/2暗灰黄也 格土質ンルト ψl～ 2Шの自色鉱物、砂粒極欲量に含む。

7 25Y6/2賞灰色 祐土質シルト ゆIm程の白色鉱物極徴畳に含tr。 植物根酸化。 2 2Ы4/4オ リーブ格也 粘土質シルト φlm程の白色鉱物極微量に含む、酸化鉄付着。

8 25Y6/3砂質粘土 砂質祐土 砂質昧極強し、 3 XYι/6明費褐色 北上資シ,レ ト ゆlm程の自色鉱物極微量に含む。

9 25Y6/4に ぶい責也 砂質シルト 左傾する5～ 3mの互層状堆積。 1硯R5/6責褐色 粘土質シ,レ ト Ⅲ層主体。

25Y6/4にぶい貰色 砂質シルト 水平な1～ 2 mmの互層状堆積。 5 10YR4/6禍 色 粘と質シルト ]層を層中央に互層状に混入。

25Y4/4オ リーブ褐色 粘土質シルト ゆl mm以内の自色鉱物粒子極徴量に含む。

SF2
A―∬

1 25Ⅵ /4オ リーア濁也 粘上質シルト 全体酸化。

25Y4/2晴灰黄色 粘主質シルト灰白tの lm以下の薄層互層状光積。 2 あⅥ/4オ リーブ濁色 砂質シルト φ3Ш以下のマンガン粒少量含む。

25Y3/3暗 オリーブ掲

色
粘上質シルト

ゆl nd以下の砂粒、白色鉱物を徴量に含む。
植物根による酸イと、仄色味帯びる。

3 25Y5/4黄褐色 砂質シルト 砂質昧極強い。

4 25Y5/1責灰色 秒質シルト 互層状地積、著干の粘土もしくはシルト含む。

2斑3/2黒掘色 粘土質シルト 互層状堆積、自色鉱物種微量。黄灰色シルトを含む。 5 25Y3/3暗オリーブ掲色 粘土質シルト 粘土、均―な層。

2閾5/4黄褐色 粘土賃シルト rh土ブロックと白色鉱物極微畳に含む。植物根酸化。

Ｆ２
■

1 25Ъ/2暗灰責色 粘土質シルト 粘土と砂の波状互層、Ⅱ層プロックを合む。酸イと。

猜Y3/3暗 オリー弟 色 粘土質シルト 灰色味帯びる。 2 25Y3/3暗オリーブ褐色 お土質シルト Ⅱ層主体でV層を含tr。 壁崩落土。酸化。

17 25Y5/2暗灰責色 粘土質シルト
ゆ3 mmのマンガン荘少量、ゅl mm程の自色鉱物散量に合悦

植物機による酸化、全体斑紋状。
3 25聖/6オ リーブ褐色 粘土質シルト

層中位に3～ 5 mm厚の細粒砂が水平堆積、φl血程の自色

鉱物極徴畳に合む、植物根酸化。

25Y5/4責褐色 粘土質シルト φ lum4の自色鉱物極徹量に含む、植物根酸化。
4 2伊rウ/4オ リーブ協色 粘土質シルト

φ2Шのマンガン粒、層左側中位に1層アロックを含む。

植物凝酸化。19 25Y5/3貢褐色 砂買シルト 砂質味強ヤゝ φlmm以下の砂粒を含む、互層状雄積。

昴 25Y4/3オ リーブ禍色 粘土質シルト ゆ1～ 2 maの白色鉱物少畳、コ層ブロック状に含む。 5 25Y6/4にぶい責色 砂質シルト 1～ 3血のこ層状堆積。

21 閉Y5/2暗灰黄色 粘土質シルト 白色鉱助統量、層下部に砂粒含む。 6 2伊r3/3に ぶい黄色 粘土質シルト SFl旧波板状凹凸堆積土。

SFl新

Cじ

1 2うY4/3オ リーア褐色 粘土質シルト ゅlm程の白色鉱物、砂辻徴量に合む。醐ヒ。 7 2ガ4/3オ リーブ格色 猫土質シルト SF2期土地積。

ド 25Y4/3オリーブ褐色 粘土質シルト 粘土互層状藉曲。

SFl旧期堆積土を掘り込んで構築された東側溝の長軸方向は (N-35° 一E)を指す。幅は北側1.5m、 南側1.3

m、 深さ0,3～ 0,4mを 測り、断面形は皿状を呈する。堆積土は北壁土層断面A― A'で 1～ 5の 5層、土層断面B

―B'で 7層に細分できる。

東西の側溝の間には、厚さ 5～ 10cIIlの砂を主体とした道路面と考えられる硬化した盛土層が認められ、土層断面

A― A'で 6層の 1層、土層断面 B― B'では 8～ 10層の 3層 に分層された。これらの硬化面は、土層断面A― A'

ではSFl新期の波板状凹凸と道路面と推定できる砂を主体とする硬化層 (A一 A'7～ 10層 )を被覆する状態であ
り、路面の東側に主に盛土されていた。側溝間の幅は3.3m前後である。

SFl旧期 (第 7図 )

SFl新期側溝堆積土及び硬化層を除去した後に検出した。 SFl新期波板状凹凸により旧期波板状凹凸上部が

削平されていた。

西側溝はSFl新期側濤の下部から検出され、長軸方向はSFl新期同様 (N-35° 一E)である。幅0.8m、 深
さ0.45mを測り、断面はU字状を呈する。底面東側半分が10cIIl前後深い段差を有する。土層断面 B一 B'の堆積土
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観察では 6～ 12層 に分層され、 7'9が砂質シルト、それ以外は粘土質シルトである。

東側溝はSFl新期東側溝の下部より検出された。長軸方向はSFl新期同様 (N-35° 一E)である。幅は1.2

m前後、深さはSFl新期に上部を削平されるため不粥瞭な点もあるが、道路面までをその深さとすれば0,4～ 0。 5

m前後であったものと考えられる。断面形は皿状を呈する。

東西の側溝の間には、東側半分に厚さ 5～ 10cmの砂粒を主体とするこの時期の道路造成と考えられる硬化層が確

認され、土層断面A一 A'の 5層がそれに該当する。本層はSFl旧期波板状凹凸を被覆し、後述するSF2の硬

化面と波板状凹凸も削平している。

東側側溝の西側には、側溝に接して道路軸に沿ってSFl旧期波板状凹凸が検出された。幅0.6m前後の溝状の

掘り込みと径10～ 20clllのビット状の掘り込みを連結させた構造を持ち、底面は硬化した状態であった。また、これ

らの波板状凹凸は、平成 9年の 6ト レンチの波板状凹凸のC列 と報告された遺構の延長線上に位置し、形状も類似

している点からも同一時期に構築された可能性がある。東西の側溝間隔は3.3m前後である。

SF2(第 8図 )

SF2西側側溝は土層断面A― A'の西端に確認され、調査区の】ヒ西隅にその東端の一部が確認されたにすぎず、

大半は調査区外に外れるために規模や形状については明らかではない。

東側溝はSFl下部から検出された。長軸方向はSFl新・旧期同様 (N-35° 一E)である。上端幅はSFl旧

期側溝により削平されるために不明瞭な′くもあるが、1.2m前後であったと考えられる。下端幅は0.4～ 0.6rnを 測

り、断面形は上方が大きく開く逆台形を呈し、深さは0.7m前後を測る。なお、底面には、径20～ 30cm・ 深さ10～

30cIIlの円形・精円形を呈するビットが掘り込まれており、SFl新・旧期との差異が認められる。堆積土は土層断

面 B― B'で 4層に分層できる粘土質シルトである。

東西の側溝の間には、SFlの新旧西側溝とSFl旧期波板状凹凸により削平された状態で 5～ 10cmの砂粒を主

体とする硬化層が西側半分に検出された。また、その下層には道路軸線と直行させた幅20～30cmの溝が密接して配

置された波板状凹凸が検出された。底面には浅いビット状の掘り込みがあり、硬化した状態が認められた。東西の

側溝間隔は3.5m前後である。

なお、東側溝の北東部に接して深さ 5～ 10伽程の上坑状の浅い掘り込みが存在する。道路遺構と同様に工層上面

を確認面とする遺構であり、側溝上部の堆積土と類似することから、道路遺構に関連する遺構と推定される。

第 2節 Ⅳ層上面検出遺構

Ⅳ層上面では、 5群からなる小溝状遺構群 (SMl～ 5)、 2基の性格不明遺構 (SXl・ 2)、 ピット18個を検出

した。

検出した小濤状遺構群は、南北方向に列をなす東西方向の小溝により構成される。これらの濡は重複関係と堆積

上の特徴及ひ分布状態から大きく新旧に分けられ、堆積土がオリーブ褐色を呈するSMl・ 2が新しく、褐色～灰

黄褐色を示すSM3・ 4が古い小溝群と推定できる。

Ⅳ層上面で検出した小溝状遺構群は、後述するV層上面検出の小溝状遺構群と比べて小溝の長さが 1～ 4m前後

と短いことが特徴的である。周辺調査での類似遺構としては、大野田古墳群 (仙台市荻育委員会 2000)幸R文中にⅢ

層上面で27例、Ⅳ層上面に 1例が報告されており、これら遺構群に対してピット列と呼称しているが、本報告では

溝が列状をなして遺構を構成する点を重視して小溝状遺構群として報告する。
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1.小溝状遺構群

検出した 5群の小溝状遺構群は重複関係を有していた。直接的な重複関係を示せば古→新の順でSM5→ SMl、

SM4→ SMl、 SM3→ SM2、 SM2→ SMlと なり、SMl～ 5の新旧関係は古→新の順からSM5→ SM

4→ SM3→ SM2→ SMlであるが、小溝状遺構群の堆積土の類似・差異及び遺構群の分布からは大きく (A)

と (B)の 2期に大別できる可能性が高く、古→新の順でSM3・ 4・ 5(V層上面 (B)遺構―第11図)→ SMl・

2(Ⅳ層上面 (A)遺構一第9図 )と の想定が可能である。

SMl 小溝状遺構群 1(第 9'10図、図版 2・ 3)

調査区中央やや東寄りのB・ C-1～ 5区に分布する。ほぼ南北方向 (N-8° 一E)に列をなす東西方向の小溝

25条により構成されるが、SMl-1～ 13の小溝の長軸方向は (N-90° 一E)、 それ以北のSMl-14～ 24の小溝

の長軸方向は (E-10° 一S)を指して若干の変差は存在するが、第 9図に示した平面分布や各々の小溝堆積土に異

なりが認められない点から一群の遺構として捉えた。

各々の小溝間隔は0.5m前後、調査区内での小溝状遺構群延長は17.5rxlで ある。小溝の長さは0.5～ 4.5mを測る

が、 2m前後の小溝が主体をなす。南端のSMl-1は 略円形、北端のSMl-24は略精円形を呈し、長さ lm前

後とそれ以外に比べて小規模である。また、SMl-2・ 9・ 10～16の 9条の小濤は、小溝長軸上に土坑状の掘り

込み、もしくはビット状の掘り込みが連鎖して各々の小溝を構成している。

小滞の幅は0.3～ 0.5m前後、深さ 5～ 25clll前後を測るが、底面は概して凹凸面を形成する場合が多く、土坑状や

ビット状を呈する部分があり、同一の小溝でも深浅のばらつきが存在する例が多い。

本群の小溝堆積土は、オリーブ褐色 (2.5Y4/3)を呈するⅢb層を主体とした砂質シル トの単一層である。全体

は灰色味を帯び、 5～ 1 511ull大のブロック構成の集合体である。粒径 ll■lllま での白色半透明鉱物を極微量に含み、植

物の根に鉄分が付着した細環状の痕跡が顕著である。本小溝状遺構群から遺物は出土していない。

SM2 小溝状遺構群 2(第 9 10図、図版 2・ 3)

調査区中央やや西寄りのB・ C-2～ 5区に分布し、SMlの西側にはぼ並列して分布する小溝状遺構群である。

ほぼ南北方向 (N-10° ～20° 一E)に列をなす。ほぼ東西方向の小溝19条 (SM2-1～ 18・ 20)と SM-14～ 18・

20の東側に長軸が北北東―南南西 (N-20° 一E)を指すSM2-19の合わせて20条により構成されている。

SM2-1～ 13の小溝の長軸方向は (E-10° 一S)、 それ以北のSM2-14～ 18・ 20の長軸方向は (E-20° 一S)

を指し、若千の差異が認められるほか、 SM2-13と 14間には約2.5mの間隔が存在するため、SM2-1～ 13と

SM2-14～ 20を別遺構群として捉えることも考慮したが、各々小溝群の堆積上の同一性から一群の遺構として捉

えた。また、SM2-19に ついても他の小溝とは長軸方向が90° 前後異なることから別遺構の可能性も考えたが、

堆積土が他の小溝と類似し、西側に隣接するSM2-14～ 18・ 20と重複せずに規則性を持って掘り込まれているこ

とから、SM2-14～ 18・ 20の東側を画する小溝と推定した。

各々の小溝間隔は前述したSM2-13と SM2-14間 を除けば0.5m前後、調査区内での小溝状遺構群延長は15

mである。小溝長軸の長さは、東西方向のSM2-1～ 18・ 20が0.5～ 1.7mを測るが、 lm前後の小溝が中心であ

る。小溝幅は0.2～ 0.4m前後、深さ10～ 25cm前後を計測する。長軸方向を南南西―】ロヒ東に持つSM2-19の長さ

は 5m、 幅0.5m、 深さ15cm前後である。底面は凹凸面を形成する場合が多く、ピット状を呈する部分があり、同

一の小溝でも深さが一定でない場合が多い。

本群小溝堆積土は、オリーブ褐色 (2.5Y4/4)を呈するⅢb層を主体とした砂質シルト層の単一層であるが、Ⅳ

層の合有量がSMlに比べて多いために色調が暗い。植物の根に鉄分が付着して酸化した細環状の痕跡が顕著であ
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第 2表 V層上面検出遺構観察表
潰種名 滋番号 長さX tt X深さ (cll〕 特  徴 遺構名 特 徴

s av1 1

ユ 44X40X7 略円形を呈する。

SM2

123× 29X9 と軸が異なる。

2 199× 31X13 166× 35× 9 3と 軸が異なる。

3 457X36X15 四分割。 17 154X32X14 3と 軸が異なる。三分割。

4 470X39X9 四分割。 122× 27 X ll 3と 軸が異なる。

5 230× 36X10 489X39X10 14～ 18と 直交する軸。

6 290× 36X6 42X40X10 略円形を呈する。

7 250X38X9

S h13

1 99X58× 21

8 226× 34 X ll 2 70× 23× 8

9 224X36X16 3 72X70X13 2条がV字状に連結。
270X33X13 三分害」。 226X17× 7 三分割。

11 105X30X5 三分割。 5 57× 24X9
12 247× 28X9 三分割。 72X33X10
95X32X8 三分割。 7 69X38X15

14 214X25X8 三分割。 80X34× 21

15 210X30× 9 三分割。 62X33X13
205× 30× 5 三分嘗1。 89X39× 20

17 100X35X8 三分割。 52× 28X12
85X32X8 54× 25X13
120X32X12 61× 28X10

20 202X38× 5 82X32X7
168× 坐 ×11 83× 36 X ll

22 120× 45X5

S Iv1 4

1 (343)X24× 23

122X56X10 2 325X42X16
(214)XЮ X14 3 194× 46X17
76× 44X13 4 395× 36X16 三分割。 2条がY字状に連結。

SM2

1 28× 24× 6 5 388X30X18
2 92X56× 7 2条がY字状に連結。 6 385× 39× 18

3 122X25X7 7 357× 33× 18 2条がY字状に連結。
4 80× 28× 6 8 354× 53X18
5 74× 28X5 8′ 151× 26× 20

6 79× 38× 5 9 147× 50X14
7 62× 28× 4 211× 34× 14 2条がY字状に連結。
8 68X27× 5 2条がY字状に通結。 225× 24× 20

9 50× 21X4 128X39X14

60× 21× 7 116X36× 12

11 45× 22X4 116X46X13
58× 24× 7

S V15
! (70)X(24)X16

44X24Xl 2 (81)× (36)× 17

81X24X4 1～ 13と軸が異なる。

遺種名 長さ×幅 ×深 さ (cl l) 平面形状 遺構名 長さX tt X深さ (cFd) 平面形状

SXl (399)× 133× 7 長方形 SX2 (256)X(180)× 10 方形

遺構名 長さ×幅×深さ (cal) 平面形状 遺構名 長 さ×鴨 ×深 さ (m) 平向形状

42X37X12 略円//7 P 0 29× 26X14 略円形

17× 16× 11 略円形 P l 28X22× 6 略楕円形

P3 29× 27X16 略円形 P 2 36X24X7 略楕円形

P4 24× 20 X ll 略円形 P 3 26X25X19 略円形

14X13X14 略円形 P 4 37X17× 11 長楕円形

23× 16× 14 略楕円形 P 5 21X17X13 略円形

P7 (19)X(16)X ll 略楕円形 P 6 23× 21X10 略円形

25X16X14 略楕円形 P 7 36X28X17 略楕円形

P9 略緒円形 P 略円形

り10～ 2011ull大 のプロックが集合した推積状態である。粒径 l lnlllまでの白色透明鉱物を極微量に合む。出土遺物とし

ては、SM2-18か ら須恵器甕もしくは壷の微細破片がある。

SM3 小溝状遺構群 3(第■・12図、図版 3)

調査区中央やや西寄りのB-2～ 4区に分布する。ほぼ南北方向 (N-12° 一E)に列をなす東西方向の小溝15条

により構成されている。小溝の長軸方向は (E-12° 一S)を指す。 SM3-1～ 7は SM2の西側に並列するが、

それ以北のSM3-9～ 13ではSM2-8～ 13の軸線が交差してほぼ接する形で交互に小溝が分布するほか、SM

2-10は SM3-10を、SM2-14は SM3-15を、SM2-19は SM3-14。 15と重複して掘り込まれている。

各々の小溝間隔は0.2～ lm前後であるが、0.5m前後を計測するものが多い。月ヽ溝状遺構群の延長は11.7m、 幅

は0。 2～ 0.6m、 長さは0.4～ lm前後を計測するが、0.8m前後の小溝が主体をなし、深さは10～ 30clll前後を測る。

本小溝群の堆積土は、褐色 (10YR4/4)を 呈する粘土質シルトの単一層である。Ⅳ層を主体として30%程度のⅢ
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b層を供給源とする粒径 2～ 201nIII大 のプロックが斑文状に分布するほかに、極微量の砂粒を合み、植物の根に鉄分

が付着して酸化した細環状の痕跡が顕著である。本小溝状遺構群から遺物は出上していない。

SM4 小溝状遺構群 4(第11,12図、図版 3)

調査区の中央東よりのB・ C-2～ 4区に分布する小溝状遺構群であり、ほぼ南】ヒ方向 (N-14° 一E)に列をな
す東西方向 (E-14° 一S)の小溝14条により構成されている。小溝群の延長は10.5mである。

各々の小溝間隔は0.5m前後、小溝幅は0.2～0.5m前後、深さ0.2～ 0.3m前後を計測する。断面は浅いU字状を

呈し、底面には若千の凹凸が認められる。

小溝の長さはSM4-1～ 8までが3.5m～ 4m前後、SM4-9～ 14が 1.2～ 2m前後である。小溝群は全体的
に見れば直線的な配置として捉えることができるが、中央部で屈曲するSM4-2や 若千蛇行するSM4-1・ 5
～ 7、 部分的に不連続となるSM4-4が 認められる。
小溝群の堆積土は、灰責褐色 (10YR4/2)を 呈する粘土質シルトの単一層である。Ⅳ層を主体としてⅢb層由来

の粒径 5～ 151nlll大 のブロックを斑文状に30%程度、極微量の白色鉱物を含み、植物の根に鉄分が付着した細環状の

痕跡が顕著である。本小溝状遺構群から遺物は出上していない。

SM5 小溝状遺構群 5(第 11・ 12図、図版 3)

調査区南東側のC-1・ 2区から検出した小溝状遺構群である。調査区内では 2条の確認であるため詳細は不切

確であるが、ほぼ南北に列をなす小溝群であったと考えられる。

小溝群の推積土は、にがい黄褐色 (10YR3/4)を 呈する粘土質シルトの単一層であり、V層を主体としてⅢb層

由来の10～ 1511Hll大 のプロックが20%程度の斑文状に認められ、粒径 l lmllま での白色鉱物粒子を極微量合み、植物の

根に鉄分が付着した細環状の痕跡が顕著である。本小溝状遺構群から遺物は出土していない。

2.性格不明遺構

SXl・ 2は調査区北東隅のC-5区 に隣接して位置し、南側がSXl、 北側をSX2と した。遺構検出面は S
Ml～ 5と 同様にV層上面である。

SXl・ 2は小溝状遺構群の北に位置し、特にSMl・ 2は SXlの南側に隣接した部分で終了しており、それ
より北側にこれらに続く小溝は調査区内では認められていない。また、堆積上の対比から見ると、SXlは SMl・
2と の類似が認められ、一方のSX2は SM3～ 5と の類似が指摘できることから、規模・形状の異なる遺構が関
連をもって存在したとの想定も可能であるが、現在までのところ、こうした組み合わせの遺構群の存在は知られて

おらず、今回はその指摘にとどめておきたい。

SXl 性格不明遺構 1(第 9,10図、図版 3)

調査区北東のC-5区に位置し、南側にはSMl・ 2、 北側にはSX2が隣接する。西側を中世道路跡東側溝に
削平され、東側は調査時の側溝により失われている。長軸方向は、ほぼ西Jヒ西―東南東を指し、遺構の規模は長軸

4m以上、短軸1.5m、 深さ0.3mを計測する。長軸規模については、調査区東断面にSXlの堆積土が観察できな
い事、中世道路東側溝以西には存在しない点から5m程度であったと推定され、平面形は長方形を基調とした形状

であったと考えられる。底面はやや凹凸があるもののほぼ平坦で壁は仰角で北側が45° 、南側が50° 程度の傾斜で立

ち上がる。

遺構堆積土は、オリーブ褐色 (2.5Y4/6)を呈する砂質シル トの単一層である。Ⅲb層を主体とし、粒径10～ 20
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lnlll大のW層ブロックが斑文状に、粒径 l llMIlまでの白色鉱物を含み、植物の根に鉄分が付着した細環状の痕跡が顕著

である。本遺構から遺物は出土していない。

SX2 性格不明遺構 2(第 9。 10図、図版 3)

調査区北東隅のC-5区 に位置し、南側にはSXlが隣接する。西側を中世道路跡東側溝に削平され、北側は調

査時の側溝により失われている。

遺存状態から長軸はほぼ西北西―東南東を指すものと推定できる。遺構規模は長軸2.5m以上、短軸1.8m以上、

深さ0.22mを計測する。短軸規模は調査区北壁断面に本遺構堆積上の存在が観察できない点から最大 2m前後であ

ったと推定され、平面形は長方形を基調としたものであったと考えられる。底面はやや凹凸があるもののはぼ平坦

であり、壁は仰角60° 前後で立ち上がる。

遺構堆積土は、褐色 (10YR4/6)を 呈する粘土質シルトの単一層である。Ⅲb層を主体とし、全体は径 5～ 101mll

大のプロックの集合体であり、30%強のⅣ層と極微量であるが径 l IIIIlま での白色透明鉱物を合む。また、植物の根

に鉄分が付着した細環状の痕跡が顕著である。本遺構から遺物は出上していない。

3.ピ ット (第 9図 )

Ⅳ層上面では合計18個のビットを検出した。これらのビットの平面形は略円形から略精円形を呈し、径20～40伽、

深さ10～ 20cmとややばらつきがあるが、径30cIIl前後、深さ10cm前後を測るものが主体をなす。

ビットの分布状態は調査区の南側に偏って認められ、調査区南東側のC-3区 にビット3～ 8の 6基 とビット9

～Hの 3基がややまとまりをもった分布を示すが、特に規則的な配置は認められない。また、小溝状遺構との重複

があるビットH。 17は、いずれも小溝状遺構より新しい。

ビットの堆積土は、いずれもⅢb層を主体とする砂質シルト～粘土質シルトの単一層であり、柱痕跡が存在する

例は認められない。また、ビットから遺物は出上していない。

第 3節 V層上面検出遺構

V層上面では 4群からなる小溝状遺構群 (SM6～ 9)、 ビット27個を検出した。小溝状遺構群はいずれもほぼ南

北方向に列をなし、ほぼ東西方向の小溝により構成されている。群別については、小溝と小溝の間隔、方向、分布、

重複関係、堆積上の対比等から判断した。検出した小溝総数は21条であり、上述群別方法により各々の小溝状数は

SM6-9条 、SM7-7条 、SM8-3条 、SM9-2条 である。

ビットは小溝の方向に合わせるような配置をとるが、明確な規則性を捉えることはできない。珂ヽ溝と重複する例

があるが、いずれもビットが小溝より新しい。

1.小溝状遺構群

SM6 小溝状遺構群 6(第13 14図、図版4 5)

A～ C-1～ 5に分布する。はぼ南北方向 (N-12° 一E)に列をなす東西方向 (E-12° 一S)の小溝 9条により

構成される。小溝間隔は1.5m前後であり、小溝両端はいずれも調査区外へ延びている。各々の小溝はほぼ直線的

に掘り込まれているが、SM6-1・ 5・ 6・ 8の様に若千の蛇行や湾曲する小溝も認められる。

小溝の幅は0,3～ 0.5m、 深さ0.1～ 0.4mを計測し、断面はU字状もしくは浅いU字状を呈する。底面には若千の

凹凸があり、小溝掘削時の三日月状を呈する工具痕と推定される掘り込みが認められた。なお、SM6-4の 底面

22



には掘り込みの残存状況の良い部分が認められたことから、その部分についてのみ精査を行った (写真図版 5-2)。

本小溝群の】ヒ側に位置するSM6-8は SM8-1と 重複関係にあり、新旧関係は古→新の順でSM6→ SM8

である。

本小溝群の推積土は、暗褐色 (10YR3/4)を 呈する粘土質シル トの単一層である。層の構成はⅣ層を主体として

粒径 5～ 101nlll大のV層粒を斑文状に含んでいる。本小溝状遺構群から遺物は出土していない。

SM7 小溝状遺構群 7(第 13・ 14図、図版 4・ 5)

調査区西側のA-1～ 4区に分布する。ほぼ南北方向 (N一 H° 一E)に列をなす東西方向 (E-11° 一S)の小溝

7条により構成される小濤状遺構群である。小溝間隔は1.5～ 2m前後であり、小溝東端部が存在するが西側は調

査区外に延びている。各々の小溝は直線的に掘り込まれている。

小濡の幅は0.2～ 0.3m、 深さ0.1～ 0.2m前後を計測し、断面は浅いU字状もしくは皿状を呈する。底面はほぼ平

坦であるが、若干の凹凸面を有する。今回検出した小溝群の内、最も幅狭の小溝群である。

本小溝群の堆積土は、にがい黄褐色 (10YR4/3)を 呈する粘土質シルトの単一層であり、粒径 5～ 2011ull大のV層

とV層がブロック状に構成される混土層である。本小溝状遺構群から遺7/Jは 出上していない。

SM8 小溝状遺構群 8(第 13・ 14図、図版 4)

調査区北側のBoC-4・ 5区に分布する。ほぼ南北方向 (N-13° 一E)に列をなす東西方向 (E-13° 一S)の

小溝 3条により構成される小溝状遺構群である。小溝間隔はSM8-1～ 2間が 2m、 SM8-2～ 3間が 3mで

ある。SM8-1で は小溝東端部が、SM8-2・ 3では小溝西端部が確認できるが、SM8-1の 西側とSM8

-2・ 3の東側はそれぞれ調査区外に延びている。

小溝の幅は0.3～ 0.4m、 深さ0.2～ 0.3mを計測し、断面形は浅いU字状を呈する。

本小溝群南端のSM8-1は SM6-8と 重複関係にあり、古→新のllkで SM6→ SM8である。

本小溝群の堆積土は、暗褐色 (10YR3/4)を 呈する粕土質シルトの単一層であり、粒径10～ 30111111大 のⅣ層を主体

とし、10%程度の粒径 5～ 101nlll大 のV層粒を斑文状に合む。本小溝状遺構群から遺物は出土していない。

第 3表 V層上面検出遺構観察表

SM6

1 (880)X32X26
2 875)X32X18
3 833)× 42× 17

4 底面に工具痕確認。

5

6 (865〕 X37× 26

7 745)× 40X19
A

SM7
1 195)X31X4
2 151× 23X4

長さ X幅 ×深 さ (cm) 特   徴

S h47

4

5 (332)X29× 7

(267)X20X8
7 102)X15× 6

Sヽ18

S h19
1 (318)× 50X17
2 (361)X31X12

平面形状 遺穏名

41X35X15 略 円形 57X33× 24 長楕円形

26X22X25 略円形 略円形

28× 25× 27 略円形 31X25× 15 略円形

P22 33X26× 21 略楕 円形 25× 23X12 lIS円 形
略円形 P37 50X28X26 略長橋円形

P24 31× 28X18 略円形 27× 22X16 IH8円形

P25 27× 26X4 略円形 P39 略円形

P26 36× 27X10 略橋円形 55X35X14 楕円形

P27 20X17× 6 略円形 38X34× 6 略円形

P28 賂円形 P42 47× 37× 3 略円形

P29 47× 24× 3 長楕円形 30× 26X18 l18円 形

P30 21X(19)X6 略円形 P44 略糖円形

P31 30X28X32 略円形 27× 24× 7 略円形

'32
略円形



⑪
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第 13図 V層上面遺構平面図
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SM9 小溝状遺構群 9(第 13・ 14図、図版 4)

調査区北西側のB-5区 に分布する。ほぼ南北方向 (N-14° 一E)に列をなす東西方向 (E-14° 一S)の小溝 2

条により調査区内では構成されている。中世道路跡東側溝にSM9-1・ 2と も東端部を削平されているが、西側
は調査区外に延びていた。小溝間隔は 2m前後である。SM9-1の 小溝幅は0.5m、 深さ0.2m、 SM9-2の 小

溝幅は0,3m、 深さ0。 lmを計測し、断面形は浅いU字～皿状である。

本小溝群の堆積土は、にがい黄褐色 (10YR4/3)を 呈する粘土質シル トの単一層であり、粒径 3～ 1 51nlll大 のV層

を主体に20%程度の粒径 5～ 2011ull大 のⅣ層粒を斑文状に合んでいる。本小溝状遺構群から遺物は出土していない。

2.ピ ット (第 13図 )

V層上面では合計28個のビットを検出した。これらのビットの平面形は、略円形・略楕円形・略長楕円形を呈す

るものが認められ、その規模は径30～ 60clll、 深さ10～ 30clllと ばらつきがあるが、径30～ 50cm、 深さ20clll前後が主体

をなす。各ビットの分布状況としては、特に規則性を持つ配置は認められないが、あえてあげればSM6-2の 北
壁に掘り込まれたピット27・ 30・ 32と SM6-5の ゴヒ壁に掘り込まれたビット35・ 37・ 40は小溝状遺構との関連が

指摘できる可能性があるが、いずれもビットが小溝状遺構より新しい。

ピットの堆積土は、Ⅳ層を主体とする粘土質シル トの単一層であり、柱痕跡が残存する例は認められない。また、

ビットからの遺物の出土も認められなかった。

第 4節 出土遺物 彿15図 )

今回の発掘調査により出土した遺物総数は合計36点であり、その内訳は縄文土器 5点、須恵器 7点、土師器10点、

埴輪片13点であった。遺物はいずれも細片であり、土師器と埴輪はローリングによる摩滅が著しい。遺構からの出

土遺物としてはSM2-18よ り須恵器 1点、中世道路遺構の路面から須恵器 3点、土師器 2点、中世道路遺構の東

側溝 (SFl旧期)か ら龍泉窯青磁碗破片 1点、中世道路遺構の東側溝 (SF2期)から埴輪 3点が検出された。こ

れらの遺物の内、遺構の時期との関連性が認められる遺物としては、中世道路遺構の東側溝 (SFl旧期)か ら出

土した青磁碗破片 1点があげられる。なお、出土遺物の掲載にあたっては遺構と遺構外とに項目を分けることも考

えたが、図化できる遺物が 6点 と少ないため一括して報告することとした。

1は SF-1旧 期東側溝の推積土下層から出土した龍泉窯系青磁碗の体部下位細片である。現存高1.5cmを測る。
黒色微粒子を含有する胎土は灰白色を呈し堅緻。外面は鏑蓮弁文をヘラ状工具による片彫りで施す。内外面に厚 く

施す釉は緑灰色に発色し、外面は細貫入を生じる。太宰府陶磁器分類 (山本他 2000)の Ⅱ―b類に比定でき、13世

紀初頭前後から前半の所産と考えられる。中世道路跡と関連する遺物である。

2は SF2期東側溝堆積土から出土した円筒埴輸片である。全体に摩耗が著しい体部上半の破片であり、凸帯上

端に貼付時のナデ調整が認められるが、下端は不明瞭である。周辺の古墳から流入した遺物と考えられる。 3は I

層から出土した円筒埴輸基部破片である。内外面とも摩耗が著しいが、内面に縦から斜位のナデ調整痕が認められ

るЬ

4は 工層から出上した縄文土器である。体部破片で器厚は 5 1nII程度と薄く、胎土に白色透明・黒色鉱物粒子を含

有する。 2段の縄文RLが横位回転施文されている。縄文時代後期の所産と推定される。

5は 1/1E層から出上した「のJの字状に捻転する口縁部突起破片であり、朝顔状に開く断面形を有する。裏面にも

円形に沈線が施される。縄文時代後期中頃の製品と考えられる。 6もⅦ層から出土した縄文時代後期の所産と考え

られる注口土器注目部破片である。外面は丁寧に研磨され、平行する浅い沈線がめぐる。
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第15図 〕 図版 5-5-1 SFl旧 東溝 下  層 磁  器
龍泉窯系青磁碗。Ⅱ―b類。体部下位破片。外面にヘラ状工具による蓮弁文 (3邦団め、
内面に体部・見込の境界に圏線1条。胎土は堅緻で黒色粒子を微量含み灰白色。釉は
内外面とも厚く、光沢質・半透明の緑灰色。外面に細貫入。焼成は良好。

J001

15じ32 円筒埴輪 体部上半被片。摩耗署 しい。凸帝上端に体部貼付け時のナデ。凸稀下端は未調著、

15図 3 図版 5-5-3 牛。摩稚著 しい。内向に縦～斜位の鴨広なナデ。 S002
第 15図 4 図版 5-5-4 Ⅱ 層 A001

Ⅶ 縄支土器 「の十の字状に絵転した A002
注目部破片。外面は丁 に厭磨。両端に権状工具による平行,オ線^後期 ?

第 15図  出土遺物



第Ⅵ章 ま と め

今回の発掘調査により検出された主要な遺構は、基本層序Ⅱa層上面が検出面となる中世主要道路跡 (推定「奥

大道J)、 Ⅳ層上面を検出面とする 5群構成の小溝状遺構群、V層上面を確認面とする 4群構成の小溝状遺構群であ

った。

中世主要道路跡は、路面となる砂を主体とした数枚の硬化層及び波板状凹凸とその両側に平行する側溝により構

成されている。王ノ壇遺跡第 2次調査との比較のため、第16図①に今回の調査により検出された道路跡と王ノ壇遺

跡第 2地点 (以下、第2地点)の道路跡を図上で合成した。最も古いSF2期西側溝の大半は今回の調査範囲外と

なり、第 2地点との間に 5～ 6mの未調査区が存在するものの、全体的に見ればその規模や延長方向からこれらが

同一の道路を構成していたことは明らかであろう。

ただし、第 2地点の西側溝最新段階はSFl新期とした側溝であり、今回の調査では第 2地点SFl新期西側溝

の延長線上にある側溝 (SFl新期西側溝)よ り新しい側溝 (SFl新期西の東側濡)が存在する点が新たな知見と

言えるが、側溝の浚渫や路面の補修作業により長大な主要道路が長期にわたり維持・管理されていた事による地点

毎のあり方と理解することが可能な差異と捉えられよう。

中世道路跡の時期を示す遺物としては、SFl旧期東側溝下層より13世紀初頭前後～13世紀前半代の中国龍泉窯

産蓮弁文青磁碗の小破片が 1点出上している (第 15図 -1,写真図版 5-5-1)。

Ⅳ層上面で検出した 5群の小溝状遺構群 (SMl～ 5)は、南北に列をなす東西方向の溝により構成されている。

これらの小溝は、重複関係・分布及び堆積上の特徴から大きく新旧に分けることが可能であり、SMl・ 2が新し

くSM3～ 5が古い小溝群と考えられる。しかし、これら小溝群の遺構分布や確認面が同一のⅣ層上面であったこ

とを考えると、その時期差は比較的短期間であったと考えられる。また、Ⅳ層上面検出の小溝状遺構群は、V層上

面検出の小溝状遺構群と比べてその長さが 1～ 4mと短い事を特徴としている。

W層上面検出の小濤状遺構群は、畑耕作に関連する遺構と推定されており、Ⅳ層上面検出の小溝状遺構群につい

てもV層検出の小溝と同様に畑耕作に関連する遺構であると考えられる。

これらⅣ層上面検出の小溝状遺構群の時期は、出土遺物がごく僅かな細片であったことからこれらの遺物から判

断することはできなかった。しかしながら、標準土層堆積上のⅢa層中～上位には10世紀前半に降灰したとされる

灰白色を呈する十和田A火山灰を含んでおり、小溝群堆積土はⅢb層を主体としてⅢa層を含まないことからその

降灰以前の遺構との推定は可能である。

周辺遺跡の調査での類似遺構としては、今回の調査地点の西側に隣接する大野田古墳群 3C区のⅣ層上面より今

回の小溝群とほぼ同方向の遺構が 1列、大野田古墳群 lA～ C・ E、 2A区のⅢ層上面から27例報告されているが、

これらの遺構群についてはピット列と呼称されている。

V層上面からは、東西方向の小溝を南北方向に並列させた 4群からなる小溝状遺構群 (SM6～ 9)が検出され

た。小澪状遺構群は畑の耕作に関する痕跡と考えられる遺構であり、六反田遺跡 (田中他 1981)の 報告で命名され

た遺構群名である。小溝状遺構群は、これまでの周辺での発掘調査からは大野田古墳群全域にわたり高密度で分布

することが知られており、その方向はほぼ南北及び東西に限定され、それぞれが重複 (新旧)関係を持つ例も認め

られる。

第16図②は大野田古墳群 2H区 ・3B区 (以下、2H区 ・3B区)の W層上面検出の小滞状遺構と今回調査のV

層上面小濤状遺構群を合成したものである。これによると、2H区は今回の調査区の東側、3B区は北側に防接し、

本調査区との間には約 5mの未調査区が存在するものの、今回検出した小溝状遺構群の内のSM6・ 8は 2H区で

小溝状遺構群17と された小溝群に連結する可能性が高い。今回の調査区と2H区を合わせても小溝の両端が確認で
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きず、各々の小溝は少なくとも20m以上の長さを有していたと考えられる。

一方で、小溝東端部が検出されているSM7は隣接調査区が西側30mと離れるために連結関係が明らかではない
が、小濤群の方向・間隔等から今回新たに検出した遺構と考えられる。また、SM9は 3B区の小溝状遺構20も し
くは21と連結する可能性があるが、未調査区間隔が広いために確定はできない。

以上、今回の調査で検出した各層の遺構につき概述した。これら検出遺構はこれまで行われた周辺地点との間に

大きな異なりは認められないものの、Ⅳ層上面での小溝状遺構群 (ビット列)はこの層での検出遺構が少ないだけ

に一つの成果と言える。

基本層の堆積は、大野田古墳群域が名取川・魚川の影響を受けた河川推積層を主にしていることから、調査地点

毎の各層の対比は可能であるが、層厚や色調・土性等に若干の差が存在する。また、V層上面を検出面とする小溝

状遺構群が全域にわたり高密度に分布するため、小溝の主要堆積土となるⅣ層の堆積が不安定な部分もあり、地点

毎の偏差が認められる。このため、遺構検出面 (本次調査はV層上面)も Ⅳ層上面・Ⅳ層中位・V層上面と地点毎

にばらつきが存在する点も今後の検討課題と言える。
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1.SF l(新 )全景 (南西から)

2。 SF l・ 2全景 (南西から)

写真図版 1



1.SF l・ 2土層断面 (C― C')(南西から) SF l・ 2土層断面 (B=B')(南 西から)

3.SF l・ 2検出状況 (南から) 4.SF l・ 2検出状況 (北東から)

Ⅳ層上面SM l・ 2完掘全景 (南から)

写真図版 2



Ⅳ層上面SM l～ 5完掘全景 (南から)

Ⅳ層上面SXl・ 2完掘全景 (西から) 3.Ⅳ層上面SM l-21～33上層断面 (東から)

4.Ⅳ層上面SM 3-7・ 8土層断面 (西から) Ⅳ層上面SM l～ 5検出状況 (南から)



V層上面SM 6～ 9完掘全景 (北から)

2.V層上面SM 6～ 9完掘全景 (南から)

写真図版 4



1.V層上面SM 6・ 7-1・ 2土層断面 (A― A)(東から) 2.V層上面SM 6-4底面工具痕 (東から)

調査区西壁土層堆積状況 (東から) 4.調査区東壁土層堆積状況 (西から)

5.出土遺物

写真図版 5
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